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本論の目的は、1950 年代に制作された田中敦子の作品が、どのような変遷を遂げたのかを考察すること  













げかけるもので ある。田中が主張するように全ての作品が「絵画」だとすると、 50 年代の田中の作品には
何が起こっている のだろうか。 





    
 
のように表 現されているのかに注目し、田中の作品を新たに３種類に分類した。「実体としての服」「再現
としての服」 「表層としての服」に分類し、改めて時系列に並べることで 1950 年代の作品変化を考察す
る。  





めたこのような視覚効果は「具体」とは明らかに違う特質であると言えるだろう。   


































































設営された外面もまた鑑賞できる。   
そこでは、内部作品の裏側が別の作品として提示されている。この「作品」の表裏の関係にこだわり、美
術作品は、装置として機能し、そこにはバックヤードという概念でなどはないと語りかけていた。ここで
は、表、裏という言い方をしたが、外部から遠く見る作品が表であり、美術館内部にある作品は裏でもあ
る。これは、美術館に展示される作品はいかなる裏を持ちえるのか。隠蔽されている裏とは何なのか。美術
の展示についての痛烈な疑問となっていた。 
 
 
